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福岡県立小倉東高等学校長 印

学 校 運 営 計 画（ ４月 ） 評価（３月）
学 校 運 営 方 針 たくましい身体と高い知性・道徳性を育成し、国家及び社会の進展に寄与しうる創造性豊かな資質を養う。（志をもって意欲的に学び、

自立心と思いやりの心を持つ、たくましい子どもの育成）
昨年度の成果と課題 年 度 重 点 目 標 具 体 的 目 標

校長より示された学校教育目標・教育方 創立３１年目を迎え、「新たな30年への第１歩－伝統の継承と諸課題の 生徒の人格を尊重した上で、指導者と生徒との立場の違いを明確にした生徒

針のもと、全職員が一丸となって取り組み、 克服」を全教職員の課題とし、教育の根本は「人づくり」の観点に立つ 指導を実践する｡指導時には、きめ細やかな指導を心がけ｢挨拶･返事･後始末｣

生徒指導・進学結果をはじめ成果を上げる 教科指導・生徒指導を行う。 を日常生活の中で自然に行うことのできる生徒を育てる｡

ことができた。昨年度も引き続き「挨拶・ 授業規律を確立し、全教科において「効果的指導とは何か」を常に念頭 規律ある授業の中で「解法を中心とした授業展開」を行い生徒の興味関心を

返事・後始末」の指導に取り組み重点事項 においた指導を行う。その際、具体的な手立てを明確化し、事後の検証 喚起する。「一方的教授型」に陥らない対話を重視した授業に努める。また、

とした「後始末」にも一定の成果が見られ を図る。教員の研修を充実させ、教科指導力の向上を進路実績の向上に 他者に評価されることを前提とし、指導方法の改善を目指す。

た。 繋げる。 生徒の問題行動未然防止や生徒理解のため、学年会議や事例研究会を活用し

創立３０周年を経過し新たな３０年へ向 生徒指導において、一人一人の能力・適性に応じたきめ細やかな指導に 生徒に対する職員間の共通認識を深める。家庭訪問を積極的に行い、生徒・

けて、人間教育の基本である基本的生活習 努める。指導に際しては、「大胆に・柔軟に・軽快に」取り組む。 保護者との良好な人間関係を構築する。

慣の確立に取り組み、教科指導も含め、授 部活動を充実させることによって、生徒の学校への愛着を深め学校活性 規範意識の向上など部活動を通じた人間教育を図る。部活動の活性化により

業規律の確保・進路指導力の向上・部活動 化を図る。各部とも一つ上の大会出場を目標に日々の活動に取り組む。 全部活動を通じて、３つ以上の部が九州大会以上の出場を果たせることを目

の活性化を図る。 標とする。

評価項目 具 体 的 目 標 具 体 的 方 策 評 価（３月） 次 年 度 の 主 な 課 題
教科指導力を高めるために、個 指導内容・進度等の共有化のために、予習・復習のための共通プリント ・教員の教科指導力の向上、および生徒の家庭学習時間の増加
々人が創意工夫を凝らすととも の作成、定期考査問題の早めの検討をおこなう。 Ａ ・今年度行った試みを検証し、効果の期待されるものについて、
に、指導内容等の共有化を図る 各回にテーマを設けた研究授業の実施。その事前事後の協議会において Ａ 全職員の共通理解のもと、粘り強く継続して実行する。

学習指導 ことで相乗効果を上げる テーマに沿った教科研修を深める。実力考査の教科による作成も行う。 Ｂ ・現状に留まることなく、方法の改善を常に模索する。
中高の円滑な接続、基礎基本の 中学校教材の研究を行うとともに、１年生入学後１ヶ月間は中学校内容 Ａ ①中学校学習からの円滑な移行（教科ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ）
徹底、自ら計画を立てて取り組 の確認や復習を取り入れる。 Ａ ②生活の記録やシラバスの活用の徹底と研究
む自発の学習態度を核とし、学 授業開始時の規律の確立と基礎基本の徹底のために、５教科全科目にお Ｂ ③授業毎の５分間テスト、または朝テスト（課題）の設定
年＋１時間の家庭学習時間を確 いて、授業開始時の５分間テストを実施する。 Ｂ ④全学年、放課後10分間テスト(英単語中心)を実施
保する 生活の記録やシラバスを活用し、基本的生活習慣の確立とともに、自ら ⑤予習復習を効果的に課すための授業研究・教科研修の実施

学習計画を立て、自発の学習態度を培う。 Ｂ （研究授業の活性化・教科力の共有化を図る）
「挨拶・返事・後始末」があら 学校生活すべての場面において、挨拶、返事、後始末の意識を持たせ実 ・後始末は人任せという雰囲気もあるので、意識改革を目指す。
ゆる教育活動の場で実行され、 践できるようにする。同行連帯の精神で教職員も対応する。 Ｂ ・ボランティア活動には、部活動・生徒会が率先して参加し、
爽やかで適切な言葉遣い、対応 校内外のボランティア等を通して他人を思いやり、配慮のできる生徒の Ａ 地道な活動ができているので継続して実施させる。

生徒指導 ができる生徒の育成を目指す。 育成を目指す。 Ａ ・自転車マナーの苦情、問い合わせ、事故（接触など）報告な
生徒自らルールを守ろうとする 交通マナー、交通安全の意識を高め、交通社会の一員であることを理解 Ａ どが年間を通じてあったので、交通社会の一員であることを
「自律」の精神を涵養する。部 させる。自転車点検、安全教育を徹底し家庭との連携を図り指導する。 Ｂ 指導・理解させ、マナー向上に結びつけさせる。指導法に職
活動の活性化を図るため全職員 保護者との連携を密にし、生徒への対応を速やかに行う。部活動を奨励 Ａ 員間の温度差があるので、共通理解を図る。
の連携を図る。 し、安心して活動できるよう教職員の連携を図る。 Ａ ・部活動を安全かつ積極的に、向上心を持って実施させる。
生徒一人ひとりの進路実現を全 「学習の記録」を毎日付けさせ、アドバイスを基に、改善や反省を行わ ・学習の記録の様式を毎日継続できる物へ変える検討を行う。
力でサポートする。 せ、家庭学習の時間の確保に努力させる。 Ｂ ・1年次のオープンキャンパス参加を検討する。

小論文委員会を中心に、小論文指導を全職員で行う。日々の生活の大 Ｂ ・就職希望の生徒への対応を再度検討する。
進路指導 切さを理解させ、挨拶や言葉遣いを日頃から指導する。 Ａ ・進路説明会の時期や内容を進路委員会で検討する。(土曜午

進路意識の向上と実践力の養成 進路講演会、小論文講演会、大学体験模擬授業、保護者にむけての進路 Ａ 後なども選択肢の一つとする。）
を目指す。 説明会を通じて、進路意識を喚起する。 Ａ ・進路委員会の活性化を図り、学年との連携を強化する。

「総合的な学習の時間」やホームルーム活動を利用し、進路学習を行い、 Ａ ・国公立の推薦合格者数の目標数値を30名とする。
生徒の進路目標を早期に決定させる。 Ａ ・進路講演会の内容について、学年と連携し再度検討する。

学校における生徒、職員の安全及び 各種健康診断の結果に応じて、事後措置を徹底させる。健康相談等を通じて生徒が健全かつ有 ・生徒自らの安全管理意識を高めるとともに、新型インフルエ
保 健 環境整備にかかわる計画を企画、実 意義な高校生活をおくるよう指導する。３年生対象に麻疹、風疹の予防接種を奨励する。 Ａ ンザ予防に関する指導を継続する。外掃について配置人員を

施する。生徒自らが心身の健康増進 美化委員会を活性化し、清掃計画に基づいて校内外の美化活動に取り組む。防災計画に基づい Ｂ Ｂ 増強し、校内美化に努める。
を図る態度を育てる。 て全職員、全校生徒の学校安全意識を高める。 Ｂ
学校評価の活用による学校経営 課題に応じて、ミドルリーダーを中心とする小人数チームを編成して ・研究授業および授業参観に本校教員以外の参観者を招聘し、

研 修 改善と教職員のチームワークの 改善活動を計画、実行する。実行の評価後、さらに改善に取り組むサイ Ａ Ａ Ａ 教科指導力をより高める研修とする。｢1時間一誉め｣と｢1分
一層の向上を図る。 クルを確立し、継続的に学校経営と指導力の質の向上に取り組む。 間ｽﾋﾟｰﾁ｣を継続すると共に､拡大学年会議の活性化を図る。
学校行事を通してＰＴＡや地域 外部への情報発信に努め、文化発表会、地域清掃ボランティア、体育大 ・各行事において、ＰＴＡとの連携を図り継続して活発に活動

企画広報 との交流を深め、学校活性化に 会、文化講演会などの学校行事において、ＰＴＡや地域の窓口となり、 Ｂ Ｂ Ｂ する。情報発信では，文書による発信が中心であり、ＨＰの
つなげる。 活力ある学校運営に寄与する。 活用が課題である。東高ニュースは継続してゆく。
図書館の資料、視聴覚機器等の充実 読書の時間の設定、校内一斉放送による朗読、図書委員会主催の朗読会や読書会の実施、公募 ・各教科との連携を図り、読書活動、学習活動の支援を積極的

図 書 を図り、情報リテラシーを推進する の読書感想文の応募などによって、継続的な読書活動の支援を行う。 Ａ Ａ に行う。館内の棚の整理、ディスプレイを工夫し、入りやす
中で、生徒の主体的・意欲的な学習 環境整備、広報活動の充実を図る。また新聞スクラップの活用、レファレンスサービスの充実 Ａ く利用しやすい図書館づくりを継続する。利用者、各教科の
活動や読書活動を支援する。 によって小論文対策や調べ学習に役立つ資料提供を行い、学習活動の支援を行う。 Ｂ Ｂ 要望を反映した選書を行い、資料の精選に努める。
全教科全領域での人権尊重の精 「教科指導を通じた人権教育」を推進するとともに、特設授業の内容をより充実させる。 Ｂ ・特設授業の内容・方法をさらに充実させていく。配慮を要す

人権教育 神を養い、自他の人権を守る実 生徒の就学・修学支援、進路保障を積極的に行い、希望する進路の実現に努める。 Ａ Ｂ Ｂ る生徒の家庭訪問をより徹底していく。人権意識向上のため、
践力を育成する。 職員の人権意識向上のために、校外研修に積極的に参加するとともに、校内研修を充実させる。 Ｂ 外部講師を招いた講演会の実施を検討する。
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